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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
も
３０
年
と
な
り
ま
す

が
、今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。皆
様
方
に
は
よ
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
の
日
本
の
大
問
題
は
や
は
り
少
子
化
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。働

い
て
税
金
を
納
め
る
人
口
が
少
な
く
な
る
わ
け
で
、市
場
も
縮
小
化
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
代
が
来
ま
す
。医
療
界
は
特
に
都
市
部
で
は
し
ば
ら
く
の
間
は
団
塊
の

世
代
の
人
口
が
多
い
の
で
、介
護
の
部
分
は
別
に
し
て
も
、医
療
に
は
そ
う
大
き
な

変
化
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、少
子
化
の
顕
著
な
地
方
の
中
山
間
地
で
は
、今

後
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
医
療
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、厚
労
省
を
は
じ

め
、自
治
体
も
真
剣
に
検
討
し
て
は
い
ま
す
。し
か
し
、な
か
な
か
具
体
的
な
方
策
は

出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。地
域
医
療
構
想（
人
口
の
多
い
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
2
0
2
5
年
を
に
ら
ん
で
、医
療
機
関
の
再
構
成
を
す
る
）や
地
域
包
括
ケ
ア

（
病
院
か
ら
在
宅
ま
で
、地
域
全
体
で
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
す
る
）と
い
う
の
も
そ
う
い
っ

た
考
え
か
ら
出
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、皆
が
満
足
で
き
る
制
度
な
ど
あ
り
う

る
は
ず
も
な
く
、医
療
者
も
患
者
や
家
族
も
今
ま
で
ど
お
り
に
医
療
を
行
う
、あ
る
い

は
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
ま
す
。ど
の
程
度
の
レ
ベ

ル
な
ら
我
慢
で
き
る
の
か
、考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、そ
う
い
う
事
態
に

陥
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
が
現
実
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
診
療
報
酬
改
定
の
年
で
す
が
、同
時
に
介
護
保
険
の
改
定
も
あ
り
ま
す
。今

後
顕
著
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
人
不
足
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
事
業
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か（
働
き
方
改
革
も
事
業
存
続
の
た
め
に
は
重
要
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
）、医
療
界
の
み
な
ら
ず
、す
べ
て
の
経
営
者
に
と
っ
て
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、頭
の
痛
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
も
松
江
赤
十
字
病
院
は
救
急
や
が
ん
、そ
の
他
多
く
の
専
門
的
な
急
性
期
の

医
療
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

松
江
赤
十
字
病
院  

院
長
　
䄅
　
公 

平
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放
射
線
科
部
技
師
長
　
磯
田
　
康
範

　

当
院
は
、平
成
１７
年
１０
月
に
悪
性
腫
瘍
画
像
診
断

と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
検
査
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
と
い
う
名
前
す
ら
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い

な
い
時
代
で
し
た
。当
初
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
設
置
数
は
全
国

で
も
数
台
で
あ
り
、中
国
・
四
国
地
方
で
は
３
台
目
の

Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
で
し
た
。以
来
１２
年
間
、約
２
万

３
４
０
０
件（
平
成
１７
年
１０
月
〜
平
成
２９
年
９
月
）の
実

績
の
も
と
中
国
地
方
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
画
像
診
断
の
パ

イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、平
成
２９
年
１１
月
世
界
初
の
新
世
代
最
先

端
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

装
置
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
機
関
に
ま
だ
数
台

し
か
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ

ア
オ
セ
ア
ニ
ア
で
も
数
台
と
な
い
装
置
導
入
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
光
信
号
で
病
変
を
発
見
し
ま

す
が
、そ
れ
を
電
気
信
号
に
変
え
る
際
に
、こ
れ
ま
で
の

装
置
は
真
空
管
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。新
機
器
で
は
、

そ
れ
を
半
導
体
に
変
え
る
こ
と
で
画
像
作
成
な
ど
の
処

理
ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
速
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、画
像

ノ
イ
ズ
が
減
り
病
変
描
出
の
精
度
が
格
段
に
上
が
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、病
変
を
診
る
解
像
度
は
約
２
倍

と
な
り
、検
査
に
必
要
な
時
間
も
短
縮
可
能
と
な
り
ま

す
。更
に
、Ｃ
Ｔ
装
置
部
分
に
も
改
良
を
加
え
、細
い
画

像
、よ
り
小
さ
な
病
変
の
発
見
も
容
易
な
画
質
と
な
り

ま
し
た
。家
庭
の
テ
レ
ビ
に
例
え
る
な
ら
１６
K
テ
レ
ビ

（
有
機
型
）程
度
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、脳
は
も

と
よ
り
細
か
い
解
剖
ま
で
分
か
る
の
で
、早
期
診
断
の

向
上
と
認
知
症
診
断
に
適
応
が
可
能
で
す
。さ
ら
に

Ｃ
Ｔ
線
量
を
抑
え
被
ば
く
量
の
低
減
、入
れ
歯
な
ど

体
内
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
の

低
減
画
像
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
性
能
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
が
ん
治
療
へ
の
有
効
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

検
査
薬
剤
も
現
在
主
流
と
し
た
ブ
ド
ウ
糖
検
査
薬
に

加
え
、ア
ミ
ノ
酸
検
査
薬（
腫
瘍
等
）、ア
ミ
ロ
イ
ド
や
タ

ウ
検
査
薬（
認
知
症
等
）な
ど
の
薬
剤
が
１
〜
２
年
の
う

ち
に
導
入
予
定
を
し
て
い
ま
す
。従
来
に
比
べ
、さ
ら
に

細
か
い
早
期
が
ん
の
発
見
と
、ま
た
将
来
的
に
は
超
早

期
認
知
症
へ
の
適
応
も
視
野
に
入
れ
、高
齢
化
に
進
む

現
代
医
療
へ
の
大
き
な
光
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

（図2：肺がんサイズ描出） （図3:脳PET画像　従来/最新比較）

最
新
Ｐ
Ｅ
Ｔ 

― 

Ｃ
Ｔ
装
置
更
新
の
紹
介

（図1：導入された半導体PET-CT）
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　11月14日は世界糖尿病デー。 この日は世界中の代表的な建造物がシンボルカラーのブルーのライトで

照らされ、各地で講演会などの関連イベントが開催されます。

　当院の糖尿病チームでは3年前から本館1階のホスピタルモールに置いたクリスマスツリーを約1週間

ブルーにライトアップしています。 そして、糖尿病の治療や予防、食事に関する資料の展示などを行っています。

今年は11月14日の糖尿病デー当日に点灯式を行い19日までライトアップしました。 点灯式には「まい＆

れいれい」のお二人が来てくださり、ピアノとバイオリンの演奏をしてくださいました。 テンポのいい曲から

懐かしい童謡まで、心に染み入る演奏に至福のひと時を過ごすことができました。

　糖尿病の合併症などで苦しむ人が一人でも少なくなるよう、ブルーの光に願いをこめながら今後も継続

していきたいと考えています。

　今年度の緩和ケアジンポジウムは「対話のある医療にむけて」

と題して桜井なおみ先生による講演が行われました。先生は自ら

もがんに罹患しながら、そこから社会福祉士など様々な資格を

取得し、キャンサーサバイバーシップの大切さを訴えて活躍され

ています。先生は、「生存率や治療効果だけに着目するのでなく、がんに罹患した人が

いかにその人らしく生を全うしたかが重要であるが、現実にはがん患者の就労問題な

どのように、簡単なことではない」ことをお話しになり、これからのがん対策もその部分

の充実が図られていくことを、わかりやすくお話しになりました。

　「私たちの目に、病院の外で生活する患者さんの姿はちゃんと想い描けているのだ

ろうか？」講演を聴きながら私は率直にそう思いました。医療費や介護など顕在化しやすい問題の支援は

日々行っているものの、入退院を繰返しながら抗がん剤治療などをされている患者さん

が、何を思い、どう生き抜こうとされているか、また、それを考える情報や機会を提供し、

支援できているか、私たちは考えなければならないことを実感しました。

　※平成30年1月から松江赤十字病院では、がんと就労の両立支援の一環として島根産業保健
　総合支援センターの出張相談窓口を開設し、専門機関との連携を一層充実させています。

■■■■■■■■■■■■■■～ ブ ル ー の 光 に 願 い を 込 め て ～■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
世界糖尿病デー 院内ブルーライトアップ

医療社会事業課　奥　公明
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今
回
は〝
乾
物
〞で
あ
る
ひ
じ
き
を
使
っ
た
混
ぜ
寿
司
で

す
。 

乾
物
に
は
他
に
高
野
豆
腐
、昆
布
、切
り
干
し
大
根
、豆

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素

を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。 
ま
た
、高
い
保
存
性
が
あ
る
た

め
ス
ト
ッ
ク
が
き
き
ま
す
。

　

私
が
乾
物
を
手
に
取
り
よ
く
料
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、子
供
を
産
ん
で
か
ら

で
す
。 

今
も
時
々
思
い
出
す
子
育
て
期
の
乾
物
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、水
に
つ
け
て
も

ど
し
て
お
い
た
高
野
豆
腐
の
一
つ
に
小
さ
な
歯
型
が
つ
い
て
欠
け
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。 

当
時
3
、4
歳
の
息
子
が
キ
ッ
チ
ン
に
美
味
し
そ
う
な
高
野
豆
腐
を
発
見

し
、一
口
パ
ク
リ
と
し
た
も
の
だ
と
想
像
で
き
ま
し
た
。 

改
め
て
今
回
、高
校
生
に

な
っ
た
息
子
に
聞
き
ま
し
た
と
こ
ろ 

「
チ
ョ
ー
ま
ず
か
っ
た
」 

と
ち
ゃ
ん
と
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
し
た

　

乾
物
は
、自
然
の
美
味
し
さ
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。 
買
い
物
に
行
く
の
が

億
劫
な
こ
の
時
期
、色
ん
な
乾
物
を
日
常
の
料
理
に
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
ね
。

栄
養
課  

調
理
師
　
昌
子
　
敏
子

料
理
の
世
界

栄
養
課

ひ
じ
き
入
り
混
ぜ
寿
司

クリスマス
キャンド
ル
サ
ービ
ス

松江赤十字病院『患者さまの権利』 

私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。   
① 自分の健康に関する正しい情報の提供　② 医療への積極的な参加　③ 病院の規則を守ること　④ 研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

１． ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。
２． 医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。
３． 検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方法で
 説明を受ける権利があります。

４． 説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。
５． 医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６． 診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
 権利があります。
７． 自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。

■病院理念……

❶

松江赤十字病院『患者さまの権利』 ４． 説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。

■■病院理念……病院理念……

❶❶ 地域の基幹病院として、説明と同意に基づく 「高度」 「良質」 な医療を提供します。
❷ 急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、一貫した医療を行います。
❸ 救急病院として24時間地域の健康を守ります。

❶ 地域の基幹病院として、説明と同意に基づく 「高度」 「良質」 な医療を提供します。
❷ 急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、一貫した医療を行います。
❸ 救急病院として24時間地域の健康を守ります。

❶ 地域の基幹病院として、説明と同意に基づく 「高度」 「良質」 な医療を提供します。
❷ 急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、一貫した医療を行います。
❸ 救急病院として24時間地域の健康を守ります。

一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。

❹ 赤十字病院として災害救護に貢献します。
❺ 教育病院として次世代の医療人を育てます。
❹ 赤十字病院として災害救護に貢献します。
❺ 教育病院として次世代の医療人を育てます。
❹ 赤十字病院として災害救護に貢献します。
❺ 教育病院として次世代の医療人を育てます。

病院理念……病院理念……

地域の基幹病院として、説明と地域の基幹病院として、説明と地域の基幹病院として、説明と地域の基幹病院として、説明と地域の基幹病院として、説明と地域の基幹病院として、説明と地域の基幹病院として、説明と同意に基づく 「高度」 「良質」 な同意に基づく 「高度」 「良質」 な同意に基づく 「高度」 「良質」 な同意に基づく 「高度」 「良質」 な同意に基づく 「高度」 「良質」 な同意に基づく 「高度」 「良質」 な同意に基づく 「高度」 「良質」 な医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。
急性期病院として保健・医療・急性期病院として保健・医療・急性期病院として保健・医療・急性期病院として保健・医療・急性期病院として保健・医療・急性期病院として保健・医療・急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、福祉・介護機関との連携を進め、福祉・介護機関との連携を進め、福祉・介護機関との連携を進め、福祉・介護機関との連携を進め、福祉・介護機関との連携を進め、福祉・介護機関との連携を進め、一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。

医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。医療を提供します。
一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。一貫した医療を行います。

❹❹❹❹❹❹❹ 赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に赤十字病院として災害救護に貢献します。貢献します。貢献します。貢献します。貢献します。貢献します。貢献します。
❺❺❺❺❺❺❺ 教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人教育病院として次世代の医療人を育てます。を育てます。を育てます。を育てます。を育てます。を育てます。を育てます。

わたしたちは、「人道・博愛」の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。

■基本方針……

　

ク
リ
ス
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ス
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ャ
ン
ド
ル
サ
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ス
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平
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年
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た
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生
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ベ
ン
ト
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と
つ
で
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た
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閉
校
し
た
後
も
松
江
赤
十
字
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き
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年
行
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て
お
り
ま
す
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今
回
は
、
12
月
20
日（
水
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
20
名
程
を
1
つ
の

班
と
し
、2
班
に
分
か
れ
て
全
病
棟
を
回
り
ま
し
た
。病
棟
の
照
明

を
落
と
し
、ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
た
燭
台
を
手
に
し
た
職
員
が
2
列
に

な
り
、賛
美
歌
を
歌
い
な
が
ら
歩
き
ま
す
。暗
が
り
の
中
、ロ
ー
ソ
ク

の
明
か
り
と
賛
美
歌
が
流
れ
と
て
も
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
す
。患
者
さ
ま
も
部
屋
か
ら
出

て
こ
ら
れ
、手
を
た
た
い
て
喜
ば

れ
た
り
、ハ
ミ
ン
グ
を
さ
れ
た

り
、写
真
を
撮
る
姿
も
あ
り
ま
し

た
。病
院
職
員
も
歌
い
終
わ
っ
た

後
は
、感
動
し
た
と
い
っ
て
す
が

す
が
し
い
良
い
表
情
で
す
。

　

こ
の
伝
統
的
な
イ
ベ
ン
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ぜ
ひ
今
後
も
絶
や
す
こ
と
な
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

病院理念……病院理念…… わたしたちは、「人道・博愛」の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。わたしたちは、「人道・博愛」の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。

★

★

★

★

★

材 料（4人分）

●❶ 最初にひじきのシンプル煮を作ります。鍋またはフライパンにごま油を熱し、
　 ひじきを入れて炒め、調味料を加えて強火で煮ます。
●❷ 汁気が無くなるまで煮たら、バットなどに移し、広げてあら熱を取ります。
　 （鍋の中に入れたままにしておくと余熱で火が通り過ぎてしまうため）
●❸ 合わせ酢を炊きたてのご飯に回しかけ、切るように混ぜ合わせます。
●❹ ●❸にひじきのシンプル煮1カップ分（約80ｇ）と、白い炒りごまを加えて混ぜます。
●❺ 卵は調味料を加えて混ぜ、箸でかき混ぜながら火を通してそぼろ状にします。
●❻ 器に混ぜご飯と卵そぼろをのせて、紅しょうがを飾ります。

作り方

・ひじきのシンプル煮…1カップ（約80ｇ）…※
・ご飯…3合分（酢飯用に硬めに炊く）
・合わせ酢（寿司酢でも可）

・白い炒りごま…大さじ4
・卵そぼろ

・紅しょうがの千切り…適量
※ひじきのシンプル煮（約5カップ分 約400ｇ）

酢……70～80cc
砂糖…大さじ3
塩……小さじ2/3

卵…2個
塩…小さじ1/8　酒…大さじ1/2　砂糖…大さじ１

乾燥ひじき…60ｇ（20分水につけて戻す）
ごま油………大さじ2
酒・みりん……各大さじ2
醤油…………大さじ4

合わせて沸騰させな
いように軽く加熱し
ておく。

♥ひじきのシンプル煮は、サラダ、和え物、ご飯も
のなど色んな料理に使い回せます。1袋いっぺん
にもどして煮てしまい冷蔵庫（3日位が目安）冷凍
庫（１ヶ月位）にストックしておくと便利です。
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